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関東地区多剤耐性結核患者の細胞性免疫・抗体の測定に関する研究 
 

研究分担者 庄司俊輔 独立行政法人国立病院機構東京病院 副院長 

 

 

研究要旨 

次年度の平成 26年度の研究では、初年度の平成 25年度研究に引き続き、国立

病院機構東京病院に受診し、多剤耐性結核と診断された患者の、患者数、それぞ

れの患者の年齢、性別その他のプロフィール、行った（現在行われているものも

含む）治療の内容などを調査した。2004年度から 2014年度までに、国立病院機

構東京病院に入院し、多剤耐性結核と診断され治療を受けた患者の総数は 43名で

あった。 

  
 

A．研究目的 

 本研究の主任研究者である、岡田全

司独立行政法人国立病院機構近畿中

央胸部疾患センター臨床研究センタ

ー客員研究員により作成された、ヒト

多剤耐性結核用新規ワクチンの臨床

応用が、本研究班の主眼である。分担

研究者および分担研究施設である独

立行政法人国立病院機構東京病院（以

下東京病院）での主たる研究目的は、

医師主導治験（第Ⅰ相）の実施である

が、初年度の平成 25年度および次年

度の平成 26年度においては、これま

でおよび現在の東京病院での多剤耐

性結核患者の状況を調査した。 

 

B. 研究方法 

平成 26年度の研究では、平成 25

年度の研究に追加する形で、国立病院

機構東京病院に受診し、多剤耐性結核

と診断された患者の、患者数、それぞ

れの患者の年齢、性別その他のプロフ

ィール、行った（現在行われているも

のも含む）治療の内容などをこれまで

の 11年間にわたって調査し、まとめ

た。 

（倫理面への配慮） 

 診療録などからの診療情報の収集

が主たる手法であるため、直接的に個

人への負担は無い。ただし、匿名化な

ど個人情報に対しては留意した。 

 

C．研究結果 

2004年から 2015年（3月現在）ま

でに、国立病院機構東京病院に入院し、

多剤耐性結核と診断され治療を受け

た患者の総数は 43名であった。性別

は、男性 35名、女性 8名であった。

多剤耐性結核治療後の退院時の転帰

別にみると、治療完了 7名、治療中断

脱落 1名、死亡 8名（退院後の死亡は

含まず）、転出（帰国含む）10名、治

療継続 6名（内 3名は後に死亡、他の

3名は東京病院で治療中あるいは観察

中）、不明 11名（計 43名）であった。 

 

D. 考察 

 多剤耐性結核は、臨床的に重要な疾

患病態であるが、患者数は多くない。

本研究の主眼である医師主導治験の

第Ⅰ相が開始されるが、研究を成功に

導くためには適格症例の確保が重要
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である。 

 

E. 結論 

 これまでの 11年間に東京病院に入

院し、多剤耐性結核と診断され治療を

受けた患者の総数は 43名であった。

医師主導治験における多剤耐性結核

ワクチンの接種に対する適格患者は

少ないと考えられるため、適格症例の

確保が重要である。 

 

F. 健康危険情報 

（略） 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

１．特許取得  

なし 

２．実用新案登録 

  なし 

３．その他 

  特になし 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


